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So far, we have synthesized sialic acid-modified nucleic acids and have reported that these 

nucleic acids interact efficiently via multivalent interactions with hemagglutinin protein on 

the surface of various influenza viruses. On the other hand, it has been suggested that 

SARS-CoV-2 and many other coronaviruses also have sialic acid binding sites on their spike 

protein. In this study, we report the interaction between sialic acid-modified nucleic acid and 

corona viruses.  
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近年の新興・再興感染症の拡大に伴い、様々なアプローチでウイルス感染を予防、

検出、治療する方法が開発されつつある。抗体など、これらウイルスと特異的に結合

する分子は、治療や迅速検査において重要な役割を担っている。これまで我々はシア

ル酸に着目し、シアル酸修飾 3-way junction DNAがインフルエンザウイルス表面のヘ

マグルチニンと抗体に匹敵する高い結合親和性で相互作用することを示してきた
1)2)3)。一方、現在感染が拡大している新型コロナウイルスの出現以前から多くの哺乳

類や家畜等に感染するさまざまなコロナウイルスが単離され、これらのコロナウイル

スのスパイクタンパク質も、シアル酸と結合することが示唆されてきた。そこで、本

研究では種々のシアル酸を合成し、数種類のコロナウイルスに対する結合親和性の評

価を行った。 
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